
 
 

 

 

 

 

 

 

諸外国に例を見ないスピードで少子高齢社会に突入した日本における世界の模範となる

社会モデルとして「少子高齢社会の日本モデル」を策定し、国民と共有することが必要である

ため、「いきいきと働く（働き手を増やす）」、「地域で暮らし続ける」、「格差・貧困を少なくする」、

「質の高いサービスを利用する」、「費用を分担し合う」といった観点から、医療、介護、福祉、

雇用、年金等の各制度が相まって、国民一人一人が安心して暮らせる社会の姿を検討する。 

 

 

 

 

（１）国際機関を通じた国際協力の推進                １８億円（１６億円） 

①世界保健機関(WHO)等を通じた国際協力等の推進         １４億円（１４億円）    

Ｇ8／Ｇ20サミット等で合意された母子保健対策の強化を含む国連ミレニアム開発

目標(MDGs)の達成に向けた取組や、アジア地域やアフリカ地域における新型インフル

エンザ・HIV 等の感染症対策事業、保健システム強化事業、食品安全・医療安全事業

等を、世界保健機関等への拠出等を通じて推進する。 

 

②国際労働機関(ILO) 等を通じた国際協力等の推進        ４．４億円（１．８億円）  

Ｇ20 サミット首脳声明、APEC 首脳会議宣言等において合意された「社会セーフテ

ィネット」構築の支援のため、我が国の蓄積する経験・知見を活用し、国際労働機関

（ILO）の専門性、ASEAN のネットワーク等を活かした「アジア社会セーフティネッ

ト構築支援プログラム（仮称）」構築を実施し、社会セーフティネット構築のための

アジア・太平洋の域内協力体制の構築を、国際労働機関（ILO）等への拠出を通じて

推進する。 

 

（２）外国人労働者問題等への適切な対応             ３０億円（３６億円） 

①新たな技能実習制度の適切な実施             ４．４億円（５．３億円） 

監理団体及び実習実施機関に対する巡回指導の強化、技能実習生に対する母国語相

談の充実等により、適正で実効ある技能移転に向けて制度を実施する。また、労働基準

監督機関においても、技能実習生の労働条件の確保のための重点的な監督指導を実施す

る。 

第１０ 各種施策の推進 

２ 国際社会への貢献               １６９億円（２１６億円）

１ 「少子高齢社会の日本モデル」の検討（新規）     １．２億円 
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  ②外国人労働者問題等への適切な対応                ２２億円（２７億円） 

増加する外国人労働者からの相談等に適切に対応するための体制を整備するとと

もに、外国人労働者の労働条件の確保等のため、的確な監督指導、関係機関との効果

的な連携等を推進する。 

 

③開発途上国の職業訓練指導員の能力向上に向けた支援（新規）      ２８百万円 

急速に工業化、グローバル化が進んでいる開発途上国における「人づくり」に協力  

するため、開発途上国の在職職業訓練指導員を我が国の指導員訓練施設等に受け入れ、

能力向上のための訓練を実施する。 

 

 

 

 

経済連携協定に基づき外国人看護師・介護福祉士候補者を円滑かつ適正に受け入れる

ため、看護・介護導入研修を行うとともに受入施設に対する巡回指導や日本語の継続学習の

支援を行う。また、新たに介護分野の専門的な知識等を習得するための通信添削指導や集

合研修を実施する。 

 

 

 

 

 
社会保障・税に関わる番号制度の検討に資するものとし、社会保障分野における情

報化・情報連携を一層推進する観点から、IC カードを活用した実証事業の成果を踏ま

えつつ、情報連携のための基盤に求められる技術的要件の明確化・技術開発等並びに

制度面の検討を行う。 

 

 

 

 

第 4期科学技術基本計画（平成 22 年度末に策定予定）の検討状況や新成長戦略（平

成 22 年 6 月 18 日閣議決定）を踏まえ、難病やがん等の疾患克服による健康寿命の延

伸等を目的に、「健康長寿社会実現のためのライフ・イノベーションプロジェクト」を

進めるなど、ライフ・イノベーション（医療・介護分野革新）を推進するための科学

研究等を実施する。 

 

３ 経済連携協定の円滑な実施         ８．５億円（８．７億円）

４ 社会保障分野における情報連携基盤の整備   

３．５億円（１億円） 

５ 科学技術の振興            １，５１０億円（１，４８７億円） 
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（１）戦没者慰霊事業の推進                       ２７億円（１４億円） 

「硫黄島における遺骨収集のための特命チーム」の検討に沿って、硫黄島における 

特別対策事業を実施する他、旧ソ連地域やフィリピンなどその他の地域においても可

能な限り速やかに遺骨が御帰還できるような取組を行う。 

 

（２）戦傷病者等の妻に対する特別給付金の支給（支給事務費）     ４４百万円 

     新たに戦傷病者等の妻となった者等に対して特別給付金を支給する。 

 

（３）中国残留邦人等の援護等                   １１６億円（１１６億円） 

        中国残留邦人等への支援策を着実に実施する他、戦没者等援護関係資料について、 

資料の公開と後世への伝承等を図るため、資料の電子化等国立公文書館への移管に向 

けた取組を推進する｡ 

 

 

 

 

高齢化が進む原爆被爆者の援護施策として、医療の給付、諸手当の支給、原爆養護

ホームの運営、調査研究事業など総合的な施策を引き続き推進するとともに、原子爆

弾小頭症患者や家族の方々への相談体制を整備する。 

 

 

 

 

「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」等に基づき、ハンセン病療養所の入

所者に対する必要な療養の確保、退所者等に対する社会生活支援策、偏見・差別の解

消のための普及啓発等の施策を着実に実施する。また、ハンセン病療養所における歴

史的建造物等の保存等に向けた取組を推進する。 

 

 

 

 

 

７ 原爆被爆者の援護           １，４７４億円（１，５５０億円）

８ ハンセン病対策の推進            ４０５億円（４０７億円）  

６ 戦傷病者・戦没者遺族、中国残留邦人等の援護等 

                             ４４０億円（４６２億円）
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(１)取締体制の強化等                        ７．２億円（７．５億円） 

    巧妙化かつ広域化する麻薬・覚せい剤・大麻等の薬物事犯に迅速かつ的確に対応す 

るため、取締体制を強化する。また、青少年等の薬物乱用防止のため、より効果的・

効率的な啓発活動を実施する。 

 

（２）薬物等の依存症対策の推進                ８７百万円（８９百万円） 

地域における薬物・アルコール依存症対策を推進するため、都道府県等が「依存症対策

推進計画」を策定し、その計画に基づいた依存症対策事業を実施するとともに、依存症者の

社会復帰支援を強化するため、関係者の資質向上を図る。 

 

 

 

 

 

（１）水道事業の適切な運営                        ３８６億円（４７１億円） 

水道施設の耐震化と適切な更新を進める（基幹管路の耐震化率 28％：平成 20 年度）

とともに、水道水による健康リスク低減のため、引き続き水道水質基準の検討、水質検

査体制の精度確保を図る。 

 

（２）水道事業の国際展開の推進                ４９百万円（２２百万円） 

「新成長戦略（平成 22 年 6 月 18 日閣議決定）」を踏まえ、アジア諸国における官民

連携による水のインフラ整備を支援するため、アジア各国の水道協会との連携等によ

る情報収集・海外ネットワーク機能の強化や、日本の水道技術の国際標準化に向けた

取組を推進する。 

 

 

 

 

 
行政刷新会議及び行政事業レビューの評価結果を踏まえ、生衛法の趣旨（経営の健

全化、衛生水準の向上及び消費者の利益保護）及び現場の政策ニーズを踏まえ補助金

の在り方をゼロベースで見直し、生活衛生関係営業への支援を実施する。 
 

９ 薬物乱用・依存症対策の推進        ９．２億円（９．７億円） 

１０ 水道事業の適切な運営と国際展開の推進 

３８７億円（４７１億円） 

１１ 生活衛生関係営業の指導及び振興の推進    

２４億円（２２億円）

73


	平成２３年度�
	00 表紙
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4

	01 表紙の裏の記載
	02 全体像＋目次（100823） - コピー
	03【別添２①】平成２３年度予算概算要求のポイント
	04【別添２②】（柱立て無し）要望枠一覧 - コピー
	05【別添２③】（特別枠）平成２３年度予算概算要求のポイント - コピー
	06【別添２④】「特別枠」の施策体系（新成長戦略）
	07（財投）23'ＰＲ版
	23年度要求概要
	改善内容等
	原資の内訳

	08 Ｈ２３ＰＲ版　担当部局一覧
	第１
	第２
	第３
	第４
	第５
	第６
	第７
	第８
	第９
	第１０

	表紙４　リサイクル裏書き




